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AUI(Auditory user interface)による操作を実現するソフト
ウェア開発のためのガイドライン
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Guideline for software development which enables Auditory User Interface aided operation
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Abstract – I create an AUI Guideline for software developers incorporate AUI into the
application software development. There is still a problem that visually impaired users
are not able to exert enough of application softwares. I found that it is because developers
do not have enough opportunities to learn about AUI itself. Therefore, I introduced the
way users with visual disability operate applications software on this guideline. Contin-
uously, I endeavor to annouce an AUI Guideline to software developers and incorporate
it into the application software development.
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1. はじめに

1995年以降，オペレーティングシステムとしてWin-

dowsを搭載したパーソナルコンピュータが急速に普及

した．さらにこれを後押しする形でWindows上で動

作するアプリケーションソフトウェアも多数開発され

たことで，我々の生活においてパーソナルコンピュー

タが重要な役割を果たすようになった．

しかし，Windowsの基本的なユーザインタフェー

スは，ディスプレイ上の表示内容が視認できることが

前提条件となっていた．このため，Windowsが普及

した当初より，視覚障害のためにディスプレイ表示の

視認が困難であったユーザーが，それらのアプリケー

ションソフトウェアを十分に操作することができない

という課題が指摘されてきた [2]．

一方，1996年以降は，Windows上で動作するスク

リーンリーダーが次々と登場した．スクリーンリーダー

は，ディスプレイ上に表示されている内容や，ユーザー

が操作した結果などを音声情報に変換し，フィードバッ

クする機能を有している．この音声情報を用いること

で，ユーザーはディスプレイ表示の視認を必要とせず

に，アプリケーションソフトウェアを操作することが

可能となる．この結果，徐々に視覚障害のユーザーに

も，Windows向けのアプリケーションソフトウェア

が利用されるようになった．

しかし，スクリーンリーダーが登場してから 16年

を数える現在でも，視覚障害のユーザーが操作するこ

との困難なアプリケーションソフトウェアは残存して
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いる．これは，スクリーンリーダーのアプリケーショ

ンソフトウェアへアクセスし読み上げる技術の進歩と

同等以上の速さで，スクリーンリーダーを用いても十

分に操作することのできないアプリケーションソフト

ウェアが開発され続けているためと考えられる．

そこで，ソフトウェアの開発者へ向けて，スクリー

ンリーダーによるアクセスなどを踏まえ，視覚障害の

ユーザーにも操作することを可能としたアプリケー

ションソフトウェアの開発を推進するための検討を行

ない，その結果をガイドラインとして公表した．本論

では，このガイドラインの検討に至った経緯，ガイド

ラインの検討プロセス，そして今後のガイドラインの

運用について報告する．

2. 課題の分析

１章にて，視覚障害のユーザーが操作することので

きないアプリケーションソフトウェアが増え続けてい

ることを指摘した．このような事態が発生している原

因について筆者は，ソフトウェア開発者が，視覚障害

のユーザーの実態について学習する機会が不足してい

ることが起因していると考えた．このように考えるの

は，以下の 2つの課題が存在しているためである．

一つめの課題は，アプリケーションソフトウェアを

視覚障害者対応させるための技術資料が不足している

ということである．

スクリーンリーダーの登場によって，アプリケーショ

ンソフトウェアを視覚障害のユーザーにも使えるよう

にする方法の一つとして，音声を用いる方法が周知さ

れた．この結果，音声化技術を導入した視覚障害者専

用のアプリケーションソフトウェアが開発されるよう
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になった．

ところが，スクリーンリーダーは一般的に，どのよ

うな読み上げ機能を備えているのかや，特定のディス

プレイ表示や，ユーザーによる操作に対して，どういっ

た情報をフィードバックしなければならないのかを記

した技術資料が公表されていない．このため，実際に

アプリケーションソフトウェアを視覚障害のユーザー

にも利用できるように開発するためには，自ら目隠

しをしてコンピュータを操作したり，視覚障害のユー

ザーが操作している様子などを観察したりしなければ

ならない．

次の課題は，視覚障害のユーザーのコンピュータ操

作実態をまとめた資料が不足しているということで

ある．

技術的な課題に関しては前項で述べた通り，視覚障

害のユーザーがコンピューターを操作している様子を

観察したり，共同でアプリケーション開発を行なった

りすることで解決することが可能である．しかし我国

における視覚障害のユーザーは，総人口に対して 400

人に 1人を下回っており [3]，且つこの視覚障害のユー

ザーの全てが，スクリーンリーダーを必要とするほど

の重度な視覚障害とは限らない．このため，スクリー

ンリーダーを利用している視覚障害のユーザーを直に

観察する機会を得ることは困難である．

そこで，視覚障害のユーザーが実際にコンピュータ

を操作している様子や，スクリーンリーダーが何をど

のように読み上げるのかを資料化し公表することが有

効である．このような視覚障害ユーザーによるソフト

ウェアの利用実態について，障害者職業総合支援セン

ター [4]及び，国立特別支援教育総合研究所 [5]は定期

的に調査を実施し，結果を公表してきた．

しかしいずれの調査結果でも，ワープロやインター

ネット閲覧など，限定された範囲での視覚障害のユー

ザーが使用しているソフトウェアの数が公表されてい

るのみである．このため，実際にソフトウェアを使っ

ている様子などを知ることができないだけでなく，操

作できていないアプリケーションソフトウェアがあっ

ても，具体的に何がどのように操作できないのかに気

付くことができない．

3. ガイドラインの検討

2章で挙げた課題を解決し，視覚障害のユーザーに

もアプリケーションソフトウェアを利用できるように

するため，筆者は AUIを用いた操作を可能とするア

プリケーションソフトウェアを開発するためのガイド

ラインを検討した．

3. 1 視覚障害におけるAUIの定義

AUI(Auditory user interface) とは，Weinschenk，

Barker らによって提唱されたユーザインタフェース

の一形態である [6]．AUI の特徴は，ユーザーがコン

ピュータ端末の操作を，音声や効果音といった音によ

るフィードバックを頼りに行なうことである．

この AUIを最も身近に体験できる事例として，電

話機を通した自動応対システムを挙げる．自動応対シ

ステムでは，以下の 2つの作業手順が交互に繰り返さ

れている．

1. ユーザーは受話器から聞こえてくる音声情報に従

い，対応するボタンを押下する．

2. システムは，ユーザーから受け取った信号情報を

分析し，次の作業に必要な操作手順などを収録し

た音声データを選択し，ユーザーへ返送する．

ユーザーは，上記手順 2の中で返送される音声情報

を聴取し，内容を理解しなければ，次の操作へ移るこ

とはできない．この点より，自動応対システムはAUI

に依存したシステムであると言える．

視覚障害のユーザーがアプリケーションソフトウェ

アを操作する場合において，ディスプレイの表示内容

を知るためには，スクリーンリーダーを通じて情報を

音声に変換した上で，それを聴取しなければならない．

この点で，自動電話応対システムと同様に，視覚障害

のユーザーは AUIに頼ってコンピュータを操作して

いると定義することができる．

ただし，視覚障害のユーザーに対して AUIを定義

するに当たっては，現時点ではユーザーが操作するデ

バイスについても限定することとした．AUIにはユー

ザーがコンピュータ端末を操作する方法については定

義されていないので，例えばマウスやタッチパネルを

操作したとしても，フィードバックが全て音声で行な

われればAUIは成立する．しかし，2003年に制定，そ

の後改定され続けている高齢者・障害者等配慮設計指

針「JIS X8341」内では，ユーザーにマウスやタッチ

パネルの操作を強制しないことを要求している．さら

に，実際にこの JISを基盤にして設計し，公表してい

る各種のガイドラインや，当事者による執筆記事にお

いても，マウスやタッチパネルによる操作に対しては

否定的な記述が見られる [7]．このことより，現時点で

はユーザーにマウスやタッチパネルの操作を強制する

べきではないと考えた．

以上より，ガイドラインの到達目標とした「視覚障

害のユーザーにも操作可能なアプリケーションソフト

ウェア」の AUIとしての姿を，全ての操作が特定の

キー押下により実現でき，且つその操作結果の全てが

ユーザーに理解可能な音声情報という形で取得できる

こととした．

3. 2 課題に対する検討

続いて，ガイドラインの中に盛り込まなければなら
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ない要点について検討を行なった．これは，2章で挙

げた二つの課題「技術資料が少ない」，及び「視覚障

害のユーザーがコンピュータを操作する様子などを知

る機会が少ない」をガイドライン内で提示すること，

及びこれら 2つの課題を解決するための方法を記載す

ることである．

まず課題への対応として，画面デザインの際の留意

点や，音声データの利用方法など，具体的なデザイン

工程別に解説を行なった．例えば画面デザインについ

て，可能な限りオペレーティングシステム標準の機能

を用いて行なうことや，表示した情報がユーザーの操

作を経ずに変化した場合にそれを音情報としてフィー

ドバックすることなどを挙げている．

また，各要求事項の中では，達成できた時と達成で

きなかった時の両方について，視覚障害のユーザーが

実際に体験する内容を紹介した．これによって，アプ

リケーションソフトウェアを開発する際にユーザーが

操作する状況を想起しながら開発を進めることが容易

になる．

次に，課題について，ガイドラインの冒頭部に「視

覚障害のユーザーを知る」と題した部を設けた．この

部では，視覚障害のユーザーが普段どのようにコン

ピュータを操作しているのかを，実体験を交えながら

紹介した．例えば視覚障害のユーザーは主にキーボー

ドの矢印キーを用いてコンピュータを操作するが，そ

の目的は必ずしも次の画面へ遷移するための操作だ

けではない．実は，ディスプレイに表示されている情

報や提示されている選択肢を知るために，カーソルを

移動させてスクリーンリーダーで読み上げさせるとい

う目的もある．このために，動的なカーソルの移動が

ユーザーを混乱させる原因となるのである．

4. まとめ

今回行なったガイドラインの検討によって，今まで

存在しなかった視覚障害のユーザーのアプリケーショ

ンソフトウェアの利用に対する考察を示すことができ

た．これを活用することによって，視覚障害のユーザー

にも十分な利用の可能なアプリケーションソフトウェ

アが開発されることを期待する．

今後は，このガイドラインをより良質なものへと拡

充させていくこと，及び AUIをより広い分野へと応

用させていくことについて検討する．

4. 1 ガイドラインの拡充

ガイドラインを公表したのは今年 2012年 4月であ

り，現時点ではこれを用いてのアプリケーション開発

が為されたという報告は受けていない．従って，まず

はアプリケーション開発者へ向けてのガイドラインの

周知，及び利用の促進へ向けての活動を行なっていく

ことを急務としている．

また，今後視覚障害のユーザーへ向けての研究が進

展した結果，タッチパネルやマウスを操作デバイスと

した AUIについての提言が示されることが想定され

る．今後は，このような世の中の動向の変化に合致す

るよう，ガイドラインを修正し続けていくことが必要

である．

4. 2 AUIの応用

今回は，視覚障害のユーザーがパーソナルコンピュー

タを利用する際の AUIに限定してガイドラインを検

討した．しかし，３章で事例として挙げた自動電話応

対システムのように，パーソナルコンピュータではな

いAUIの用いられている端末が存在し，利用するユー

ザーも視覚障害者に限定されているわけではない．そ

れらの端末の操作についても，AUIによる使いやすさ

を向上させる手段が検討できる可能性がある．

例えば自動電話応対システムにおいて，ユーザーが

音声を聞き逃してしまうことへの対策として，音声

メッセージを繰り返し提供することができる．この機

能について，一連のメッセージの発信が終了し，再び

最初からメッセージを発声させる前に「もう一度繰り

返します」のようなメッセージを加える，あるいは，

この間にビープ音を含めることによって，ユーザーは

一連の音声メッセージの範囲を知ることが容易となる

と考える．

このような AUIの応用についての検討も行なうこ

とによって，幅広いユーザーに使いやすい製品を開発

することに貢献することができるだろう．
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